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クラブ広報・IT・ロータリー情報雑誌委員会 【委員長】野城隆憲【委員】三上　浩  平良真人  菊池民雄  *依田和孝  *庄司芳樹  *北村悠介  *長坂圭将
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1 11

78.72

73.17

34,000

424,000

10月 9 日（火）定款により休会

10月16日（火）→15日（月）へ振替

ガバナー公式訪問/３クラブ合同例会

 （千葉RC・千葉西RC・千葉中央RC）

12:30点鐘　三井ガーデンホテル

（食事は12時～12時30分）

 ニコニコBOX
・宍倉壽夫第3Gガバナー補佐様…ガバナー補佐訪問ありがとうございました。ガバナー公式訪問宜しくお願いします。
・山本…結婚祝いを頂いて。今年で金婚式を迎えました。
・吉野…父の樹バザーに品物を頂いて、ありがとうございます。
・海寶…結婚祝いを頂きありがとうございます。ワンポイント・ロータリー第 8 回目です。
・大森…誕生祝いを頂きありがとうございます。
・今野…結婚祝いを頂きありがとうございます。
・花光…趙さん、卓話をありがとうございます。
・白井…趙くん、卓話をありがとうございます。
・長坂…お陰様で WRG 優勝いたしました。ありがとうございました。
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活で得たものを武器にして頑張っていきたいと思います。
　いきなり、重い話をしてしまい、大変申し訳ないので、少し軽い話もさせていただきたい
と思います。
　私は 9 月 7 日から 14 日まで、1 週間にかけて台湾に行ってきました。台湾旅行に行った
理由は台湾の日本語教育業界の事情を知るためです。台湾のことにも非常に興味を持ってお
り、今は日本で働きたいと思っていても一生、日本で働く、とは限らないため、今のうちに
選択肢を増やしておこうとも思って台湾に行きました。
　そこで、台湾の友達の知り合いの中に大学の日本語教育センターで勤めている人がいて見学
をするつもりでした。しかし、台湾にも 4 か月間の兵役制度がありますね。私の友達は 10
月に入隊する予定でしたが、友達のお母さんに入隊日を変えられしまい、9 月 3 日に入隊し
てしまったのです。それで、3 月にお世話になった屏東大学に向かい、先生に台湾の日本語教
育事情を聞くことにしました。そこで私の教師としての強みと課題を見つけました。まず、「強
み」とは 2 点にまとめられます。1 点目は韓流ブームの影響もあり、日本語とともに韓国語
への需要が増えてきていることです。また、2 点目は企業で働いたことはなくても
就職活動の経験はあるため、日本の企業で就職するためにはどのようにすればいい
かに関する授業の担当も可能であることです。
課題は大学で学生指導をしたいのであれば博士号もとらないといけないとのことで
今書いている論文にもっと力を入れるべきだということです。
それから、高雄では高雄北区ロータリークラブの例会にも参加させていただきまし
た。そこでは台湾のロータリアンの方々と会話も楽しみながら、食事も一緒にさせ
ていただくことができました。例会で大事なところは台湾語で行われていて台湾語
は一言も分からない、私は聞いているふりをしながら、ご飯ばかり食べていました。
例会のあと、アルバートさんに高雄の様々なところに案内していただいたり、美味
しいマンゴかき氷をいただいたりするなど、楽しくて有意義な時間を過ごすことが
できました。
以上、ここまでは自分のことについて話をさせていただきました。ここからは、現
在やっている研究・日本で積んできた経験をもとに将来やりたいことについて話を
させていただきます。
まず、研究についてですが、私は現在、「日本語を学ぶ外国人の学習ストラテジー」
について研究を行っています。ストラテジーというものは何かを成し遂げるために
用いられる「戦略」のことです。また、言語を学ぶことにおいて大事なことは「語彙」
を覚えることで、私の研究では上級レベルに至っている外国人はどのようにして、
たくさんある日本語の語彙をより効率よく覚えているのかを見て、日本語の勉強が
上手く進まない人に向けてより良い方法を提案することを目指しております。
私は今まで日本で生活をする中で経験したことや現在、やっている研究の結果など
を通じて、やりたいことがあります。日本語教師を目指している者として、または言語学習について研究を行ってい
る留学生として、外国人には日本語や日本のことを、日本人には韓国語や世界に関して自分が持っている全てを伝え
るなどといった、日本と世界をつなぐ懸け橋になりたいです。
今ここにいる私はロータリアンの皆様に選ばれた米山奨学生として立っているわけですが、奨学金をもらっているこ
とで豊かな生活を過ごせるようになり、感謝をしております。しかし、お金のことだけではありません。学内、特に
大学院内にいると外の人との交流が難しいです。仮に、学会や研究会に参加しても、同じ業界の人としか交流ができ
ません。しかし、ロータリーの例会や研修会では、各分野で活躍されているロータリアンの方々や他大学の留学生と
たくさん交流することができます。そのため、毎回の例会・毎回の研修会が楽しみです。
最後となりますが、私を米山奨学生として選んでくださり、本当にありがとうございます。卒業までにはあと数ヶ月
ですが、これをきっかけに皆さんとさらなる交流ができればと思います。それでは、もう一度奨学生に選んでくださっ
たロータリアンの皆様に感謝の気持ちをお伝えしながら、私の卓話は以上とさせていただきます。ご清聴ありがとう
ございました。


